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生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

相談から自立まで継続して支援します

仕
　
事

生
　
活

お
　
金

相談の流れ

特 集

・
会
社
を
解
雇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

・
な
か
な
か
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
。

・
仕
事
が
続
か
な
い
。

・�
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
就
職
に
不
安

が
あ
る
。�

な
ど

まず、困ってい
ることを何でも
話してください。

相談者と一緒に
自立への計画を
立てます。

自立のための目
標に向けて一緒
に取り組みます。

・�来所または電話でご相談ください。
・�就労や家庭、心身などの抱えている問題を相談員が広く伺います。
・�相談の内容によっては、適切な対応ができる専門機関へつなぎます。
・�窓口に来られない場合には相談員が訪問することもできます。

・�相談者の抱えているさまざまな問題を包括的に把握し、解決のた
めの支援について考えます。
・�相談者の希望を尊重しながら、自立に向けて必要な支援が計画的
に行われるようにプランを策定します。

・プランに基づき支援を行います。
・�必要に応じて適切な支援が提供できるように、地域のさまざまな
関係機関と連携して支援を行います。
・�目標に向けて適切に支援が行われているか把握し、必要に応じて
調整を行います。

・�

生
活
に
不
安
が
あ
る
が
、
ど
こ
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

・�

近
く
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
。

・
家
庭
の
相
談
を
し
た
い
。

　

�

な
ど

こ
ん
な
こ
と
で

　
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

・�

家
賃
を
滞
納
し
て
家
を
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

・�

電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
公
共
料
金

が
払
え
な
い
。

　

�

な
ど

2はんど to はんど

「自立生活サポートセンター」（坂戸市役所１階）

坂戸市千代田1-1-1（坂戸市役所内）
電話　049-283-1112（直通）

●相談受付時間
　月曜日～金曜日　午前8時30分から午後5時15分まで
　（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始はお休み）

　

坂
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
生
活
に
お
困
り
の
方
に
相

談
支
援
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
等
に
よ

る
失
業
や
非
正
規
雇
用
、
低
収

入
等
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し

生
活
や
仕
事
に
心
配
・
不
安
を

抱
え
て
お
ら
れ
る
方
に
対
し
て
、

地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活

が
行
え
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
応
じ
た
解
決
策
を

一
緒
に
考
え
な
が
ら
支
援
を
行

い
ま
す
。
事
態
が
深
刻
化
す
る

前
に
早
期
の
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
生
活
を
立
て
直
し
、
生
活

困
窮
か
ら
の
脱
出
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
求
職
活
動
中
の

方
に
は
、
住
居
確
保
給
付
金
に

よ
り
家
賃
相
当
額
の
給
付
を
受

け
な
が
ら
就
労
支
援
に
よ
り
仕

事
を
見
つ
け
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に

解
決
策
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

お困りの方は、ご相談ください。



彩の国あんしん
セーフティネット事業

～埼玉県内の社会福祉法人が支える～

3 はんど to はんど

坂戸市社会福祉協議会　自立生活サポートセンター
坂戸市千代田1-1-1（坂戸市役所1階）　　電話  049-283-1112

坂戸市社会福祉協議会では、市内の社会福祉法人と協力して、相談員が相談・支援を行っています。
お困りの方は坂戸市社会福祉協議会の窓口または電話でご相談ください。

　

彩
の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
事
業
は
、
制
度
の
狭
間
の
問
題
や
生

活
困
窮
等
の
新
た
な
福
祉
課
題
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
、
埼
玉
県
内
の
社
会

福
祉
法
人
が
協
働
し
て
、
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
役
割
を
担
う
た
め
に
相
談
支
援
事
業

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

生
活
困
窮
者
か
ら
の
身
近
な
相
談
機

関
と
し
て
、
利
用
可
能
な
制
度
の
紹
介

等
を
行
う
と
と
も
に
、
緊
急
を
要
す
る

場
合
に
は
、
状
況
に
よ
り
経
済
的
支
援

（
現
物
支
給
）を
す
る
こ
と
で
、
自
立
に

向
け
た
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、

高
齢
者
の
介
護
、
障
害
児
者

へ
の
各
種
支
援
、
児
童
の
保

育
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
人

へ
の
ケ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
民
間
非
営
利
法
人
で
す
。

　

彩
の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
は
、「
埼

玉
県
社
会
福
祉
法
人
社
会
貢

献
活
動
推
進
協
議
会
」に
加

入
し
て
い
る
県
内
社
会
福
祉

法
人
が
必
要
な
経
費
を
負
担

し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

た
ち
に
寄
り
添
う
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　相談員が訪問してお話をうかがい、課題の解決策や生活の見通しをご
本人と一緒に考えます。

　各種福祉サービス、社会保障制度などの利用を関係機関と連携して検
討します。

　緊急を要すると判断した場合に、現物支給による経済的支援を検討し
ます。

　自立を目標に、継続的な相談・支援や見守りを行います。

相談支援の流れ

社会福祉
法人とは

　失業・虐待・ＤＶ・けがや病気などが原因で生活に困っている方

問合せ先



平
成
28
年
度
事
業
報
告

4はんど to はんど

平成29年度　社会福祉法人 坂戸市社会福祉協議会　評議員、役員（理事・監事） 紹介
多くのみなさまからのご意見を聞くため、複数の団体から選出していただいた、評議員及び役員で構成されています。

※改正された社会福祉法に基づいて、評議員の定数を変更しました。

評議員23名（任期：平成29年４月１日～平成33年定時評議員会）  

No 氏　名 選　出　区　分 

1 山崎のり子 地域住民の代表（三芳野地区）

2 関原　　勝 　〃　　　　　（勝呂地区）

3 松村三千代 　〃　　　　　（坂戸地区）　

4 金子　輝夫 　〃　　　　　（入西地区）

5 小鹿野幸彦 　〃　　　　　（大家地区）

6 畠中　重德 　〃　　（公団東坂戸団地自治会等）

7 坂本　尊夫 　〃　　　　　（北坂戸団地自治会）

8 金治　昌義 　〃　　（第一住宅坂戸団地自治会）

9 飯泉　利子 　〃 （若葉台第一住宅管理組合自治会）

10 宮下　清美 　〃　　　　　（花みず木町内会）

11 竹内　儷子 　〃　　　　　（鶴舞自治会）  

12 中尾セツ子 　〃　　　　　（西坂戸自治会）

13 伊藤　丈浩 社会福祉事業者の代表（坂戸サークルホーム）

14 髙橋キミ子 ボランティア団体の代表（あしたば）

　

平
成
28
年
度
の
重
点
事
業
や
、
新
た
に

取
り
組
ん
だ
事
業
を
中
心
に
、
事
業
概
要

と
決
算
状
況
に
つ
い
て
6
月
22
日
評
議
員

会
で
承
認
さ
れ
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

●
会
員
募
集

　

６
、７
月
を
強
化
月
間
と
し
、
多
く
の
市

民
・
団
体
・
企
業
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●�

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り“
は
ん
ど
ｔ
o

は
ん
ど
”の
発
行

　

本
会
広
報
紙「
は
ん
ど
ｔ
ｏ
は
ん
ど
」を

年
３
回
発
行
し
ま
し
た
。
主
要
事
業
や
地

域
福
祉
情
報
を
掲
載
し
、
全
世
帯
に
配
布

し
ま
し
た
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
毎
月

更
新
し
、
携
帯
電
話
で
対
応
可
能
な
モ
バ

イ
ル
版
の
情
報
発
信
も
行
い
ま
し
た
。

●
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業

　

地
域
で
暮
ら
す
誰
も
が
孤
立
や
閉
じ
こ

も
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
近
隣
で
の
交
流
・

ふ
れ
あ
い
活
動
を
目
的
と
し
た
サ
ロ
ン
を

支
援
す
る
た
め
、
登
録
し
た
21
団
体
に
助

成
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

●
坂
戸
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
運
営
事
業

　

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、

会
議
室
等
を
福
祉
団
体
や
各
種
市
民
団
体

へ
貸
館
を
行
い
、
９
，
２
９
９
人
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。

●
敬
老
会
・
第
47
回
報
恩
会

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た

高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
祝
い
、
平
成
28

年
９
月
19
日（
月
）に
坂
戸
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

●
福
祉
で
あ
い
の
広
場
２
０
１
６
開
催

　
「
で
あ
い  

ふ
れ
あ
い  

み
ん
な
の
笑
顔
」

を
テ
ー
マ
に
、
平
成
28
年
11
月
６
日（
日
）

に
勝
呂
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

●
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

　

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地
の
一
日

で
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、

福
島
県
南
相
馬
市
へ
行
き
、
震
災
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
推
進

　

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
権
利
を
侵

害
さ
れ
や
す
い
認
知
症
高
齢
者
や
障
害
者

が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
金
銭
管
理
、
書
類
預
か
り
な
ど

生
活
支
援
員
が
延
べ
１
９
０
回
対
応
し
ま

し
た
。

●
心
配
ご
と
相
談
所
事
業

　

悩
み
、
困
り
ご
と
を
持
つ
市
民
が
無
料

で
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
地
域
ご
と

に
延
べ
72
回
開
設
し
、
64
件
の
相
談
に
対

応
し
ま
し
た
。

●
福
祉
資
金
等
貸
付
事
業

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
関
係
機
関
と

連
携
の
も
と
に
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
、

緊
急
生
活
援
護
、
生
活
つ
な
ぎ
資
金
貸
付

を
決
定
し
、必
要
な
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　

生
活
困
窮
者
に
対
し
困
窮
状
態
か
ら
早

期
に
脱
却
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、

相
談
支
援
に
よ
り
就
労
支
援
及
び
住
居
確

保
給
付
金
の
支
援
等
を
行
い
ま
し
た
。

●�

さ
か
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
運
営

　

さ
か
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
協
議
を
経
て
円
滑

な
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

　

体
験
的
に
福
祉
に
つ
い
て
学
び
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
す

る
事
業
を
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
の

も
と
に
展
開
し
、
延
べ
２
３
７
人
の
方
が

体
験
し
ま
し
た
。

●
福
祉
教
育
推
進
事
業

　
「
子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
促
す
た
め

の
福
祉
教
育
」と「
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
福
祉
教
育
」の
２
つ
の
側
面
か
ら
講

座
や
研
修
会
を
企
画
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

●�

さ
か
ど
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
運
営

　

同
じ
住
民
同
士
が「
支
え
」「
支
え
ら

れ
」の
関
係
を
会
員
制
と
し
て
展
開
し
て

い
る
本
事
業
は
、
延
べ
９
４
１
回
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

●
共
同
募
金
運
動
の
推
進

　

10
月
１
日
か
ら『
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
』、
12
月
１
日
か
ら
は『
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
』を
実
施
し
、
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
募
金
を「
は
ん
ど
to
は
ん
ど
の

発
行
」や「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
推
進
事
業
」、「
車
椅
子
貸
出
事
業
」、

「
障
害
者
等
移
送
車
の
貸
出
事
業
」、「
被

災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」等
へ
適

切
に
配
分
し
、
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

平成28年度　会計決算
� ＊市補助金の「人件費」は除いてあります。 

15 佐竹　智雄 市民活動団体の代表（ＮＰＯ法人いきいき市民連絡会）

16 丸山　定子 社会福祉関係団体の代表（更生保護女性会）

17 井指　哲次 当事者団体の代表（身体障害者福祉会）

18 里見　專次 当事者団体の代表（視覚障害者の会）

19 丸山　元孝 関連機関・団体の代表（医師会・歯科医師会）

20 三島　康弘 関連機関・団体の代表（自主防災組織連絡協議会）

21 廣澤　隆夫 関連機関・団体の代表（教育委員会・教育部長）

22 齊藤多美恵 関連機関・団体の代表（市行政・福祉部長）

23 若狭　　衛 学識経験者

理事14名（任期：平成29年定時評議員会終結時（H.29.6.22)～平成31年定時評議員会）  

No 氏　名 選　出　区　分 

1 青木　　繁 地区住民代表（三芳野地区） 

2 新井　　勇 地区住民代表（勝呂地区）

3 飯田　康夫 地区住民代表（坂戸地区）

4 恒川　　勝 地区住民代表（大家地区）

5 町田　早苗 地区住民代表（入西地区）

6 田中　浅男 地区住民代表（市区長会長）

7 佐藤　和恵 民生委員・児童委員協議会

8 末森　克彦 福祉NPO法人代表（NPO法人ケアぴーぷる）

9 須田　正子 ボランティア団体代表（ボランティアアドバイザー）

10 加藤　　拓 福祉施設代表（あったかホーム）

11 鈴木　駿也 社会福祉関係団体代表（保護司会）

12 東條　茂治 福祉団体代表（老人クラブ連合会）

13 太田　正一 行政職

14 野口　達雄 学識経験者

監事３名（任期：平成29年定時評議員会終結時（H.29.6.22)～平成31年定時評議員会）  

No 氏　名 選　出　区　分 

1 久保市浩一 社会福祉事業について学議経験を有する者又は地域の福祉関係者

2 河端　幸男 財務諸表等を監査し得る者

3 真鍋　修子 経営管理・会計等の知識を有する者

会費
7,507,784 円

（13%）

事務費
5,804,212 円

（11%）

助成金
3,963,000 円

（7%）

その他
2,336,280 円（4%）

事業収入
2,451,297 円
（4%）

寄付金
1,867,272 円（3%）

補助金
260,000 円（1%）

その他
158,549 円（1%）

負担金
522,000 円（1%）

償還金収入
23,500 円（1%）

共同募金配分金
7,764,000 円

（14%）

受託金
19,647,786 円
（35%）

事業費
23,421,570円
（42%）

次年度繰越金
19,666,747 円

（35%）
繰越金
16,033,621 円
（28%）

収入
55,713,809円
（100％）

55,713,809円
（100％）

支出



　共同募金運動は、誰もが住みよい地域づくりを進めていくために行われる募金運動です。
　皆様から寄せられた善意は、埼玉県共同募金会に一度集められ、県内の福祉団体や施設、
地域で行われている活動、被災地支援などに活用されています。
　今年も、皆様のあたたかいご協力をお願いいたします。

9,481,000円 3,857,000円 

福祉であいの広場2017
～心の笑顔は、みんなの幸せ～

　坂戸市の福祉に関わる人々が一堂に会し、福祉体験や展示、ステージで活動発表を行う他、バザーや模擬店の出
店があります。
  坂戸・鶴ヶ島を中心に活動している結成35年の「武蔵流龍神太鼓」の演舞、数々のCM音楽を手掛け「にゃんたぶぅ」
のメンバーとして活動する「和田琢磨」さんのお楽しみステージがあります。
　また、小学生の「福祉ポスターコンクール」の表彰式及び応募作品の展示を行います。
　ぜひ、来て！見て！体験して…　ご家族皆さんやお友達と楽しい一日をお過ごしください。

坂戸市立勝呂公民館
※坂戸市民総合運動公園向い

手話通訳
有り

と　き

ところ

平成29年 11月5日日
午前９時30分～午後３時

主　催　坂戸市・坂戸市社会福祉協議会
運　営　福祉であいの広場2017実行委員会

※寄附金には税制上の優遇措置があります。

ホームページで、赤い羽根共同募金の
活動内容がわかります。

線越川・柳片 道県

駐輪場

福祉であい
の広場 会場

（勝呂公民館）

さかど産業まつり
会　場 

（坂戸市民総合運動公園）

11/5（日）
9：30 ～15:00

障害者用駐車場

交通規制

  赤い羽根共同募金 　歳末たすけあい募金

坂戸市29年度目標額 坂戸市29年度目標額

開始時間 内　　　　　容
9:30 開会式・参加団体アピール

展示・バザー等をお楽しみください　　　
12:30 夏休み福祉ポスターコンクール表彰式
13:00 活動紹介、歌、ダンシング（NPO法人ぽてとto地域福祉の会）

13:15 手話による防災の寸劇
（坂戸市聴力障害者の会・坂戸市手話サークル）

13:30 お楽しみステージ（和田琢磨）
13:45 荒馬踊りと銀河鉄道999（こすもす作業所）
14:00 お楽しみステージ（武蔵流龍神太鼓）
14:20 お楽しみ抽選会
14:45 閉会式

◦ステージプログラム予定◦

　他にも、市内福祉施
設の皆さんで作ってい
る「おたのしみ詰め合わ
せセット」などなど。お
楽しみに♪

ペットボトルのキャップを集めます!　ご協力お願いします。
※�ペットボトルのキャップ860個を集めると一人分のポリオワクチンが購入できます。
　ご来場の際は、ぜひ集めたペットボトルキャップをお持ちください。

今年もやります！

5 はんど to はんど

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力お願いいたします。

赤い羽根のホームページ　www.akaihane.or.jp

お楽しみ大抽選会
今年の１等は… 「東京ディズニーリゾートペアチケット」
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平成29年度

歳末たすけあい募金の配分事業の
助成申請を受け付けます

当事者団体支援事業

NPO法人、福祉施設歳末助成事業

　新たな年を迎える年末の時期に、支援を必要とする人たちが安心して暮らす

ことができるよう、歳末たすけあい募金の配分事業を次のとおり実施します。

　事業によって、対象者や申請時期が異なりますのでご確認ください。

　また、助成金につきましては、重複した申請ができませんのでご注意ください。

＊対象団体　　市内在住の障害児・者または疾病（難病）がある方々等が運営する団体
＊対象事業　　平成29年11月１日～平成30年１月31日の間に実施する事業
　　　　　　　　<例>　「研修会」「交流会」「もちつき大会」「クリスマス会」　など
＊助成金額　　１団体：20,000円以内
＊申請期間　　10月５日（木）～17日（火）　坂戸市社会福祉協議会まで

＊対象団体　　市内　NPO法人・福祉施設
＊対象事業　　平成29年11月１日～平成30年１月31日の間に実施する福祉事業
　　　　　　　　<例>　施設入所・通所者と地域住民による「福祉のつどい」「講演会」
　　　　　　　　「交流会」など
＊助成金額　　１団体：事業費総額の３分の２以内、10万円を限度
＊申請期間　　10月５日（木）～17日（火）　坂戸市社会福祉協議会まで

年末年始に市内で地域福祉交流事業を実施する団体を支援するために助成を行います。

　地域ボランティアや民生・児童委員等との協働により、施設入所・通所者、地域住
民の参加がある事業に対し助成を行います。

１

２



7 はんど to はんど

歳末慰問品配布事業

＊対 象 者　　低所得(住民税非課税)の世帯（お米券については、生活保護世帯は対象外）
　　　　　　　※�住民票上の世帯分離や二世帯住宅等は、同居人全てが低所得の場合に対象となります。
＊申請期間　　10月３日（火）～31日（火）　
＊申し込み　　下記申請書をご記入の上、地域の担当民生委員へお申込みください。
　　　　　　　（�平成29年1月1日現在の住所が坂戸市外の場合は、前住所の市区町村発行の非課税証明

書の添付が必要となります。）　
＊そ の 他　・お米券は、12月中に担当民生委員がお届けします。
　　　　　　・ホームクリーニングの実施日は、後日業者と日程調整していただきます。
　　　　　　・�担当民生委員が分からない場合は、坂戸市社会福祉協議会へお問い合わせください。

＜申請書はコピーも可＞

　低所得(住民税非課税)の世帯を対象に、「お米券の配布」及び「トイレ・台所・風呂のホームク
リーニング」を行います。

３

キリトリ

希望に〇 品　目 対象世帯 （品目ごと、全て該当する世帯）

お米券  ・低所得世帯 （住民税非課税）　※生活保護世帯は該当しません

ホームクリーニング  ・「低所得世帯」 で 「虚弱な高齢者や身体に障害のある人で、大掃除をできる人が
　いない世帯 （台所・風呂・トイレ掃除が基本）」

平成２9年度　歳末慰問品申請書
申請者 氏　名

生年月日 明 ・ 大
昭 ・ 平 　　  年　　  月　　 日 （　　　歳）

平成２9年度　歳末慰問品配布事業対象者確認同意書
坂戸市社会福祉協議会　会長  あて 申請者	  住　所�

	  （ふりがな）

	  氏　名� ㊞　

	  日中連絡がつく電話番号�

　 歳末慰問事業を受けるにあたって、対象者世帯要件の確認のため、住民基本台帳、市・県民税課税台帳、
生活保護受給世帯であるかの調査・照会・閲覧することについて、世帯全員が同意します。

記
※事業対象者の確認は、世帯構成員全ての課税状況を確認いたします。
　�また、住民票上の世帯分離や二世帯住宅等も、同居親族とみなしますので、同居する世帯員全員を太枠内
に記載してください。
※�市町村民税未申告の場合は、課税の有無を確認できないことから慰問品配布の対象になりませんのでご注
意ください。

世帯員全員の氏名 続柄  生 年 月 日　 年齢 備　　考
明 ・ 大
昭 ・ 平 年　　 月　　 日
明 ・ 大
昭 ・ 平 年　　 月　　 日
明 ・ 大
昭 ・ 平 年　　 月　　 日
明 ・ 大
昭 ・ 平 年　　 月　　 日
明 ・ 大
昭 ・ 平 年　　 月　　 日

（　　　　　　 ）民協　　　　 担当民生委員氏名　　�

　※次は民生委員が記入してください。



おとなの知恵袋講座

会　場　坂戸市福祉センター　会議室（２階）
対　象　Aの①②は、市内在住者または在勤者
　　　　※�いままでにリンパマッサージ教室を受講済みの

方は申込みできません。
　　　　�Bは、市内在住者または在勤者で、60歳以上のタ

ブレットをお持ちでない方

日　時　�平成30年３月10日（土）
　　　　（坂戸市福祉センターを午前４時出発予定）
場　所　福島県南相馬市　※�雨天等によりやむを得ず活動中止

になる場合があります。
内　容　�当日、現地災害ボランティアセンターとの調整で決定。
参加費　�保険代（500円・710円　2種類あり）
定　員　30名（定員を超えた場合は抽選）	

皆さんのご参加をお待ちしています

被災地支援ボランティアin南相馬市
第７弾募集

定　員　Aの①と②とBとも各20名（先着順）
　　　　※①と②は、どちらかを選んでください。
申込先　�10月10日（火）午前９時から坂戸市社会福祉協議

会で電話にて受付します。

対　象　�18歳以上（高校生を除く）　市内在住で重労働に
耐えられる体力があり、心身が健康な方。

締　切　平成30年１月12日（金）
申込先　坂戸市社会福祉協議会まで

8はんど to はんど

№ 講座名 日　時 参加費 内　　　容

A リンパ
マッサージ教室

①11月21日(火)
14：00～16：00 無　料 いま流行の自分でできるリンパマッサージで、体を

ほぐし、ご家庭のみんなの健康維持に役立ててみま
せんか。
講　師　深層リンパドレナージュセラピスト
　　　　白石　かおり 氏

②平成30年１月16日(火)
14：00～16：00 無　料

B シニア向けタブレット教室
平成30年１月９日(火)
14：00～16：00

無料
（タブレットを
お貸しします）

簡単に使える教材で、誰でもインターネットを体験
できます。また、正しく使うコツや、便利なアプリ
を体験してみませんか。災害時に役立つ情報もご紹
介します。
講　師　ＫＤＤＩ㈱認定講師

日　時 内　　容 講師・協力者

１ 11月22日（水）
13：00〜16：00

開講式
〔基調説明〕坂戸市の現状 社協職員

『傾聴』～良き聴き手になるために①～ 特定非営利活動法人
埼玉カウンセリングセンター代表理事
高倉　恵子　氏２ 11月27日（月）

13：00〜16：00 『傾聴』～良き聴き手になるために②～

３ 11月28日（火）
〜12月13日（水） 福祉施設で傾聴体験 市内福祉施設調整中

４ 12月14日（木）
13：00〜16：00

まとめ
閉講式

地域福祉カレッジ
　ボランティア活動を体験してみたい方、興味・関心を持っているみなさん！
　「傾聴」という、相手の話に耳を傾け、聴くことで相手に寄り添うコミュニケー
ションの技法を学んで、地域の福祉活動へのきっかけとしてみませんか？　

期　日　11月22日（水）～12月14日（木）＜全４回＞
場　所　坂戸市文化施設オルモ（芦山町１－２）
定　員　40名（定員を超えた場合は抽選）

主　催　坂戸市、坂戸市社会福祉協議会、さかどボランティア・市民活動センター

参加費　�保険代（350円〜710円　4種類あり）
締　切　10月27日（金）
申込先　坂戸市社会福祉協議会まで　



開設場所 開設時間
開　　　設　　　日

10月 11月 12月 １月
東 坂 戸 団 地（公 団）集 会 所 午前9時30分～12時30分 ３日（火） ７日（火） ５日（火） ４日（木）

坂 戸 市 福 祉 セ ン ター 午前９時～12時 11日（水） 8日（水） 13日（水） 10日（水）

坂 戸 市 文 化 施 設 オ ル モ 午前９時～12時 19日（木） 16日（木） 21日（木） 18日（木）

入 西 地 域 交 流 セ ン ター 午前９時～12時 27日（金） 24日（金） 22日（金） 26日（金）

大 家 公 民 館 午前９時～12時 10日（火） 13日（月） 11日（月） 9日（火）

西 坂 戸 自 治 会 館 午前９時～12時 18日（水） 15日（水） 20日（水） 17日（水）

出張心配ごと相談所

皆さんからの善意 平成２9年5月21日から
9月13日まで（順不同・敬称略）

【現金の部】 【物品の部】

【平成２９年７月５日からの大雨災害義援金（福岡県）】

合計　514,168 円

坂戸双葉山草会……………………………… ¥5,600 
浅羽野公民館……………………………… ¥11,646 
ふれあいダンス村………………………… ¥30,000 
NEXUS ㈱ D’ステーション坂戸… ……¥300,000 
㈱セレモア………………………………… ¥75,000 
NPO 法人　いきいき市民連絡会…………… ¥7,000 
坂戸山草会…………………………………… ¥7,500
竹馬＆お客様一同 … ……………………… ¥32,422
匿名（２件）… ……………………………… ¥25,000 

栗下直明…………………………… 大人用紙おむつ 20 袋
匿名………………………… シャープペンシル 1,200 本

匿名 （２件）……………………………………………¥20,000

坂戸駅北口　徒歩４分

どんなお葬儀をご希望ですか？

●安心しておまかせください●坂戸市日の出町11-13

事 前 相 談 実 施 中無料無料

広　告
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　少し心配なことがあるけれど…誰に相談してよいかわからない方、誰かに話を聞いてもらいたい方など、
お気軽にご相談ください。
　相談まで少しお待ちいただくこともありますが、予約せず無料で相談できます。

特別養護老人ホーム 坂戸サークルホームが

平成30年2月、新たに特別養護老人ホームを坂戸市小沼に新設いたします

特別養護老人ホーム　小沼サークルホーム
ユニット型(全個室)
定員100名

入所ご希望の方、一緒に働いていただける方、お問い合わせをお待ちしております

電話 049（284）3751　メール konuma@circlehome.or.jp

circle



さかどボランティア・市民活動センターへお持ちください。＜締切り：１月10日(金)＞

　　出張ボランティアサロン
　市内の3か所で出張ボランティアサロンを開催
しています。楽しくおしゃべりしながら、情報交
換や仲間作りをしませんか?（出入り自由・無料）
問合せ先	 さかどボランティア･市民活動センター
	 ☎２８３－１５９７

◆出張ボランティアサロン『こすもす』
日 に ち 	 10月11日（水）・11月8日（水）・
	 12月13日（水）・1月10日（水）・
	 2月14日（水）
時　　間	 10:00〜11:30
場　　所	 NPO法人こすもす（東坂戸2-9-105）

◆出張ボランティアサロン『北坂戸』
日 に ち	 10月18日（水）・11月15日（水）・
	 12月20日（水）・1月17日（水）
	 （2月はお休みになります）
時　　間	 11:00〜12:00
場　　所	 北坂戸にぎわいサロン城西大学
	 （芦山町1-111）

◆出張ボランティアサロン『ウエルシア鶴舞厚川店』
日 に ち 	 10月25日（水）・11月22日（水）・
	 12月20日（水）・1月24日（水）・
	 2月28日（水）
時　　間	 10:00〜11:30
場　　所	 ウエルシア鶴舞厚川店（厚川58-4）

　　「災害ボランティア登録」の受付
　この制度は、東日本大震災のような大規模災害
を想定し、ボランティア希望者を事前登録してお
くことで、市内外の災害支援における迅速な支援
活動を可能にするものです。
　登録された方には、坂戸市社会福祉協議会から
被災地支援ボランティア等、ボランティア人員を
必要とする際に協力依頼をさせていただきます。
登録条件	 （1）�市内在住、在勤、在学の18歳以

上（高校生は除く）
	 （2）�心身ともに健康で体力に自信があ

る方
	 （3）�現地の状況や指示に沿った、団体

行動ができる方
活動内容	 市内外における災害支援など
受付期間	 随時
問合せ先	 坂戸市社会福祉協議会
	 ☎２８３－１５９７
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　　“ダンディー'S 〜男の料理教室〜”
　女子栄養大学ECOS（エコス）では、50歳以上
の男性を対象に、料理教室を開催します。
日　　時	� 10月29日（日）　10:00〜13:00
	 　「食欲の秋！旬の野菜レシピ」
�	 11月26日（日）　10:00〜13:00
	 　「風邪予防！免疫アップレシピ」

　　“スマイルレディー'Sキッチン”
　女子栄養大学ECOS（エコス）では、50歳以上
の女性を対象に、料理教室を開催します。
日　　時	� 10月22日（日）　10:00〜13:00
	 　「豪華にみえる！低価格メニュー」
�	 11月19日（日）　10:00〜13:00
	 　「美肌効果アップレシピ」

　　　  共通
場　　所	 女子栄養大学　香友会館（千代田3-18-21）
定　　員	 10名（2回とも参加できる方）
	 <応募者多数の場合は抽選>
参 加 費	 1,600円（800円×2回）
持 ち 物	 エプロン、三角巾、上履き
申込方法	� 住所・氏名・電話番号を明記の上、下

記まで往復ハガキで申込み
	 〈応募締切10月12日（木）〉
	 〒350-0288　坂戸市千代田3-9-21
	 女子栄養大学　学生担当「エコス」宛て
問合せ先	 さかどボランティア･市民活動センター
	 ☎２８３－１５９７

　　ボランティアサロン
　毎月、第4木曜日はボランティアの日とし、ボ
ランティア活動に関する相談を行っています。情
報交換や仲間作りの場としてもご利用ください。
場　　所	 ボランティアビューロー（坂戸市福祉センター内）
時　　間	 9:00〜15:00
申 込 先	 さかどボランティア・市民活動センター
	 ☎２８３－１５９７

日 に ち 午前（10：00～12：00）の内容

10月26日（木） 視覚障害者に対するエチケットと
ガイド体験

12月21日（木） 便利なネットより便利に
〜インターネットを楽しむコツ！〜

1月25日（木） デイジーってなぁ〜に？
2月22日（木） 心の健康について

＊11月はお休みになります。

10はんど to はんど

ボラ・市民活動センターからのお知らせ
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クリップボード

ボランティアに関する相談は・・・
さかどボランティア・市民活動センター

☎２83－1597
２8９－３９１１

◆次号 （３月１日号）『CLIP BOARD』 へ掲載を希望される場合は、

　　やまぶきの郷「クリスマス会」
　利用者の方々のお話し相手や食事の手伝い、会
場内の移動等、手伝いをお願いします。
日　　時	 12月16日（土）　10:30〜13:30
場　　所	 介護老人保健施設やまぶきの郷
	 （多和目330）
対　　象	 小学生〜一般
申　　込	 やまぶきの郷　弓削田・関口
	 ☎２８７－１１５５

　　パソコンによる拡大教科書制作講座
　視覚に障がいのある児童・生徒が文字の大きな
教科書を求めています。パソコンによる制作に協
力いただける方を対象に講座を開催します。
日　　時	 10月24日（火）・31日（火）・
	 11月7日（火）<全3回>10:00〜12:00
場　　所	 坂戸市ワークプラザ（石井2327-5）
定　　員	 10名（先着順）
条　　件	� パソコンによる文字入力が可能な方

で、OSがウィンドウズ7以降でマイ
クロソフトのオフィス2010以降が搭
載のパソコンを持参できる方

参 加 費	 500円（保険代他）
申 込 先	 さかどボランティア・市民活動センター
	 ☎２８３－１５９７

　　家族の日常生活支援活動をどう担う
　超高齢社会の今、高齢単身者や介護者を抱える
家族の日常生活支援活動のあり方、心得などを学
び、支え合い、助け合いの輪を広げましょう。
日　　時	 10月28日（土）13:30〜16:00
場　　所	 坂戸市福祉センター（石井2327-6）
定　　員	 35名（先着順）
参 加 費	 無料

内　　容	� ・「日常生活支援活動テキスト」に学ぶ
	 ・坂戸市社協の家族支援活動を学ぶ
	 ・地域包括支援センターの家族支援活動を学ぶ
申 込 先	 NPO法人ナルク埼玉西拠点坂戸地区	
	 飯田　☎２８２－２２００

　　アロマケア・ボランティア養成講座
　誰かのために?家族のために?いいえ自分のため
にアロマケアの入門クラスでハンドトリートメント
を学習して、ボランティアデビューしませんか?
日　　時	 11月11日（土）13:15〜16:45
場　　所	 坂戸市福祉センター（石井2327-6）
定　　員	 20名（先着順）
参 加 費	 3,000円（アロマグッズのお土産付き）
申 込 先	 アロマケアチーム　プチマイン
	 阿部　☎090 -8454 -9196

　　こども食堂「ひこうき雲」
　地域の皆さんと一緒においしくご飯を食べて、
高校生や大学生のお兄さん、お姉さんと楽しく過
ごしましょう。お手伝いをしてもらえるチケット
で、食事がいただけます。小・中学生の皆さんの
参加をお待ちしています。
日　　時	 10月15日（日）11:00〜
	 （毎月第3日曜日）
場　　所	 こみゅにてぃサロン『ココカラ』
	 （南町7-1）
参 加 費	 無料（お手伝いチケット）
申 込 先	 （一社）シンビオージ　倉持
	 ☎２２７－６５０８

　　地域支え合いフォーラムの開催
～みんなが力を発揮できる 笑顔が輝くまちづくりを～
をテーマにどなたでも参加できるフォーラムを開
催します。
日　　時	 平成30年2月3日（土）13:30〜16:20
　　　　	 （開場12:30）
場　　所	 坂戸市文化会館（坂戸市元町17-1）
内　　容	 （１部）基調講演　
	 　　講師　さわやか福祉財団　堀田 力 氏
	 （２部）パネルディスカッション
参 加 費	 無料
申 込 先	� 坂戸市役所高齢者福祉課地域包括ケ

ア推進担当　☎２８３－１３３１
	 坂戸市社会福祉協議会
	 ☎２８３－１５９７

11 はんど to はんど

ボランティア募集
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◇市内65歳以上の高齢者　28,313人　男13,098人　女15,215人　高齢化率27.8％（8月1日現在）

再生紙と環境にやさしい植物インキを使用しています。この「はんどtoはんど」は、共同募金の配分を受けて発行されています。

福祉ポスターコンクール

12はんど to はんど

「思いやり」
テーマ

　市内の小学生に福祉ポスターの募集を呼びかけしたとこ
ろ、55点の応募がありました。
　将来の坂戸を担っていく小学生の皆さんが、「思いやり」の
姿を表現豊かに描いた心温まる作品ばかりです。
　ご応募いただいた中から、厳正なる審査のうえ入
賞作品６点を決定いたしました。
　おめでとうございます。
　なお、表彰式と併せて「福祉であいの広場2017」
会場内に応募いただいた作品を掲示しますので、ど
うぞご覧ください。

夏休み福祉ポスターコンクール表彰式
日　時　11月５日（日）12時30分から
場　所　福祉であいの広場2017会場内（勝呂公民館多目的ホール）

坂戸小学校５年
高木ひと葉さん

坂戸小学校４年
五月女陽穂さん

桜小学校６年　椎貝由梨さん

上谷小学校２年　畑田美咲さん

坂戸小学校４年　須田結月さん千代田小学校２年　忍足初夏さん

坂戸市社協会長賞

優 秀 賞

特 別 賞

優 秀 賞

優 秀 賞

社協広報委員長賞

※�受賞者へは、別途案内状を
お出しします。


